
註

1　池谷初恵氏の御教示による。

2　篠原和大、小泉祐紀両氏の御教示による。

3　以下、石材についてはすべて前嶋秀張氏の御教示による。

遺構外出土遺物

　弥生土器　179・180、182 ～ 186 は弥生土器である。

179・180、182 ～ 185 が壺であり、179 は複合口縁

広口壺の口縁部片である。185 は肩部に二段の結節

縄文を施し、その中軸上に円形浮文を配する。186

は甕の口縁部片である。いずれも弥生時代後期（雌

鹿塚式）に帰属するとみられる。

　SX2010 では流れ込みの遺物として、弥生土器の

壺の体部片（171）、底部片（172）が出土した。172

は底部に木葉痕が明瞭に残る。SX2011 では弥生土

器の壺の口縁部片（173）、土師器の広口壺の口縁部

～肩部片（174）、S 字甕の口縁部片（175）が出土した。

174 は複合口縁の広口壺で、厚く肥厚させた口縁部

には３条の沈線による装飾を四方に施している。肩

部には、矢羽根状に施した結節縄文の中軸上に円形

浮文を配して、文様帯を構成している。

　SX2012 では土師器の S 字甕の台部片（176）、高

坏の脚部片（177）が出土した。

　帰属時期の傾向として、弥生土器の壺が弥生時代

後期（雌鹿塚式）、土師器の壺や S 字甕、高坏、器台

は弥生時代終末期～古墳時代前期（大廓式）に帰属

する。なかでも SX2009・SX2011 出土の土師器は、

大廓Ⅳ式に比定できる。

　土師器　178・181・187 ～ 194・196 は土師器である。

178・181・187 は壺の口縁部片で、178・187 は口縁

部上面に装飾を施した折り返し口縁壺である。178

は結節縄文の内側に円形浮文を張り付け、装飾を

成している。188・189 は甕である。188 は S 字甕、

189 は球胴甕の口縁部片である。190 は坩で、口縁

部は内外面ともに丁寧なヘラミガキを施す。191 ～

193 は器台であり、191 は内面見込部にヘラミガキ

を施す。194 は高坏の坏部片であり、内外面ともに

ナデ調整を施す。196 は底部糸切未調整の坏である。

　帰属時期は 189 が奈良時代（富士Ⅰ、8 世紀前葉頃）、

196 が平安時代（富士Ⅶ、10 世紀前半以降）、ほかは古

墳時代前期（大廓式）に帰属するとみられる。

　須恵器　195 は須恵器の坏身であり、奈良時代の

高台坏とみられる。

　その他　197 は帰属不明の土器である。図示した

位置での口縁部は短く直立させており、回転ヨコナ

デによって平滑に整形する。肩部内面はヨコハケを

施す。中近世の素焼きの土器の可能性が考えられる。

　石　器　198 は砥石と考えられる石器であり、石

材は砂岩である。下半分が欠損している。正面と側

面に磨面が発達しており、側面の使用が特に顕著で

ある。両面ともに縦方向の線条痕が確認できる。

（藤村　翔・古瀬 岳洋）

4　131・132 ともに、池谷初恵氏の御教示による。

5　鈴木敏則、渥美賢吾両氏の御教示による。
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　古式群集墳の発見　調査地南側の 3 区周辺では、

沢東 A 遺跡では初となる、7 基以上の小規模な円墳

や土坑墓からなる古墳群が発見された。周溝のある

ものはいずれも円墳で互いに近接して立地し、墳

径は最小で 2.8 ｍ（SZ2002）、最大で 11.0 ｍ（SZ2004）

と全体的に小規模ながらも大小の古墳で構成される

点に特色がある。各古墳の周溝出土遺物の年代観か

ら、古墳時代後期前半（TK47 ～ MT15 型式併行期）を

中心に築かれた円墳群とみられる。いずれの円墳も

埋葬施設は残っていなかったが、小規模な竪穴系の

埋葬施設であったと考えられる。

　以上の調査知見から、本古墳群は古式群集墳の新

例として認識できる。古式群集墳とは、この時期に

倭王権によって新たに掌握された有力集団の古墳群

であり、新来の技術を携えた渡来人や武人の集団と

も考えられている（和田 1992 など）。同じ潤井川の上

流域に立地する富士宮市域の滝戸遺跡 SZ02・03（原

2021）と古墳の時期・規模ともに近似しており、潤

井川流域の集団が共通した目的や背景のもとで、古

式群集墳の採用へと至ったことが窺える。

　沢東Ａ遺跡の先進性　吉原津（現田子の浦港）に潤

井川を通じて直結する拠点集落として、古墳時代中

期後半（TK208 型式併行期）に再び台頭した沢東Ａ遺

跡は、周辺遺跡と比べて大型の竪穴建物が集中する

ほか、当時最先端の地域祭祀に用いられた須恵器や

子持勾玉・石製模造品の出土も顕著であり、地域内

　耕作関連遺構　調査地北半部の 1・2 区周辺では、

沢東 A 遺跡では希薄とみられていた弥生時代後期

から古墳時代前期に帰属する遺物が、畝間溝や区画

溝の可能性のある溝などに伴い多数出土した。周辺

に同時期の集落が広がるとすれば、今回の調査区一

帯はその生産域（耕作地）であった可能性が高い。

　これまでにも沢東 A 遺跡では第 3 次調査地点（小

野ほか 1995）や第 5 次調査地点（藤村編 2012）におい

でも極めて先進的な集団が居住した集落であったと

考えられる（第 64 図）。特に潤井川と凡夫川の合流

地点に近い第 3 次調査地点（小野ほか 1995）は、大型

竪穴建物や祭祀遺構が集中しており、5・6 世紀代

における沢東 A 遺跡の中枢域とみてよい。

　潤井川上流の大宮城跡、下流の中桁・中ノ坪遺跡、

東平遺跡に同時期の集落が展開する状況から、沢東

Ａ遺跡の先進的集団が、潤井川流域の開発や水上交

通の管理等に従事していた可能性も窺える。沢東Ａ

遺跡から 2.5km ほど下流に 6 世紀前半頃に築かれた

伊勢塚古墳（藤村編 2012、円墳・径 54 ｍ）を、潤井川

流域の集団を統率した首長の墳墓とみれば、集落に

近接する沢東Ａ遺跡や滝戸遺跡の古式群集墳は、地

域開発や食糧生産、交通管理等を担う実務部隊をま

とめ上げ、首長を補佐した集団の墓域と考えられる。

　新興の首長墳と古式群集墳　駿河・伊豆地域では、

富士山の火山噴出物が南麓に降灰した 5 世紀末以

降、それまで停滞していた古墳の築造が再び活発化

し、40 ～ 50 ｍ級の前方後円墳や円墳等からなる中

小規模の首長墳が、各河川流域・小地域単位で一斉

に並立するようになる（滝沢 2015）。特に東海では、

6 世紀中頃にミヤケ制にかかわる地域秩序の転換が

始まったとされ（早野 2005）、その前史として、各地

における小型前方後円墳の隆盛にみられる新興首長

層と倭王権との人格的結合に注意が払われてきたと

ころである（鈴木 2018）。

て古墳時代前期（大廓式後半期）の土器が出土して

いるほか、東側に隣接する川窪遺跡でも同時期の

方形周溝墓の可能性のある溝を検出している（若林

2008）。今回の調査区においても、3 区 SX2011 など

で見られるように、大廓式後半期の土器の出土は全

体的に顕著であり、潤井川下流域における当該期の

集落や生産域、墓域の広がりには今後も注意する必

要がある。

1　弥生時代後期から古墳時代前期の集落と生産域　

2　沢東Ａ遺跡の古式群集墳と古墳時代後期前半の地域社会

第 4 章　総　括
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　駿河・伊豆地域の古式（初期）群集墳については、

若王子古墳群のように古墳時代前期後半から小型墳

による群形成がみられる中で、倭王権との関係性や

新興的な性格をどの段階から認めるかについては定

説をみないものの（村田 2002 など）、中期末～後期前

半の例では墳形や規模等による階層性について理解

が進んでいる（鈴木 2000、菊池・田村 2021 など）。

　富士山南麓の潤井川流域から愛鷹山南西麓にかけ

ての地域では、明確な古式群集墳の事例について認

識が進んでいなかったが、近年に原悠翔が滝戸遺跡

の円墳群に注目し（原 2021）、今回の沢東Ａ遺跡の調

査によって時期的にも明確な例が確認できたことを

受け、見直しを図る必要性が生じている。これまで

に横穴式石室を有さない円墳群が見つかっていたに

もかかわらず、出土遺物が少なく評価が難しかった

富士岡 1 古墳群（岩崎・西田ほか 2013）や船津古墳群（柴

田・杉山ほか 2009）についても、古式群集墳として積

極的に評価できる余地があるだろう（第 65 図）。

　後期前半における地域秩序の形成　駿河東部・伊

豆地域の古式群集墳とその可能性が高い古墳群の分

布をみると、中小規模の首長墳と対応するように

して、小地域内に展開した状況が窺える（第 66 図）。

伊豆地域の向山古墳群や多田大塚古墳群では同一群

内において達成された墳形や規模による階層秩序

が、潤井川流域や浮島沼沿岸においては単独立地の

首長墳と古式群集墳の組み合わせにより、小地域単

位で表現されていたことが想定されよう。

　中期後半から後期初頭（TK208 ～ TK47 型式併行期）

は当地域における集落再編期にあたっており、併行

して進められた低地開発や河川改修の成果が新興の

第 64 図　古墳時代後期前半における沢東Ａ遺跡の景観と特徴
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極的に評価できる余地があるだろう（第 65 図）。
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豆地域の古式群集墳とその可能性が高い古墳群の分

布をみると、中小規模の首長墳と対応するように

して、小地域内に展開した状況が窺える（第 66 図）。

伊豆地域の向山古墳群や多田大塚古墳群では同一群

内において達成された墳形や規模による階層秩序

が、潤井川流域や浮島沼沿岸においては単独立地の

首長墳と古式群集墳の組み合わせにより、小地域単

位で表現されていたことが想定されよう。

　中期後半から後期初頭（TK208 ～ TK47 型式併行期）

は当地域における集落再編期にあたっており、併行

して進められた低地開発や河川改修の成果が新興の
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第 65 図　潤井川流域～愛鷹山南西麓における古式群集墳の類例

第 66 図　駿河東部・伊豆地域における中小首長墳と古式群集墳の秩序（5 世紀末～ 6 世紀中葉頃）
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世紀の痕跡が薄弱であったものの、平安時代後期か
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や 2 区 SX2003（第 39 図 99）、2 区遺構外（同 129）、3

区遺構外（第 63 図 196）から出土している。中世陶

器としては、常滑産の甕（第 39 図 131、14 ～ 15 世紀

頃）や片口鉢（同 132、13 世紀前半）が確認できたほか、

貿易陶磁器として、確認調査 8Tr において龍泉窯系

青磁碗（第 14 図 15、13 世紀後半）が出土している。

　中世の沢東Ａ遺跡　当遺跡では第 2 次調査地点に

おいて 12 世紀後半や 15 世紀の常滑産大甕を伴う土

坑墓群が検出されている（前嶋・前田 1995）。今後は

沢東Ａ遺跡における過去の調査知見を、現代的な観

点で再整理し、西岸の破魔射場遺跡・沢上遺跡等と

比較することで、当時の交通の要衝でもある富士川
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る資料として評価していく必要がある。　（藤村　翔）

3　古代末から中世の遺物と沢東Ａ遺跡　
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